
記

拝啓　時下益 ご々清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。
　さて、下記項目につきましては、容器番号33番のグリコヘモグロビン（HbA1c）用の
採取容器でのご出検をお願いして参りましたが、採血の軽便化を図るため来年４月１日
より、これまでの専用容器から血糖検査と同一容器に変更させていただきます。
　これに伴いHbA1c検査と血糖検査は同一容器でのご提出が可能となり、専用容器
での採血が不要となりますので、取り急ぎご案内申し上げます。
　誠に勝手ではございますが、何卒ご了承の程お願い申し上げます。

敬具

対象項目／変更内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● ［05310］ヘモグロビンA1c《酵素法》
● ［05311］ヘモグロビンA1c《HPLC法》

実施期日
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

● 平成23年4月1日（金）受付日分より
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「ヘモグロビンA1c」採取容器変更のお知らせ

従来容器新容器

備　　考

添 加 剤

採取容器
（検査材料）

容器番号：04番＊

NaF加血液：2ｍL/冷蔵

NaF EDTA－2K
　　 又は
NaF ヘパリンNa

容器番号：33番
EDTA加血液：2ｍL/冷蔵

EDTA－2K

＊4月1日より、容器名称を
｢グルコース・HbA1c用容器｣
に変更致します。

※1 容器番号33番の「グリコヘモグロビン用容器」は、来年3月末をもちまして
 廃止させていただきます。
※2 基準値等その他の検査要項に変更はございません。

［新容器と従来容器での相関］
（酵素法での相関）

（社内検討データー）
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Y（新）＝1.0104X（旧）－0.06
ｒ＝0.9948　ｎ＝275


